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身近な企業による取り組みやアイデ
アが、意外にもSDGs に関係している
ことをご存知ですか？ 環境や社会問
題に目を向けることは、地域貢献とな
り、社会から信頼を得ることができる
のはもちろん、新たなビジネスチャン
スに繋がります。

SDGsSDGsSDGs

現在の石油由来プラスチ
ック製品に代わるカップ
やカトラリーといった、“新
しい価値を持つ”様々な
製品を開発。

100％PLAに耐熱性を持たせるため、試
行錯誤の日々。2つの方法をもちいる“結
晶化”の技術で、耐熱化に成功。電子レン
ジでの加熱にも耐える技術のおかげで、日
常のさまざまな製品に転用が可能に。
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植物由来100％のプラスチック製品を製
造・開発。約150℃までの耐熱性を確
保することに成功し、実用化へ向けて普
及に務める。併せて、ノウハウを活かし
た樹脂製品の製造や海外進出に関する
コンサルなども行う。

［本社］ ☎ 050-7116-8307　彦根市芹町9-10
［野洲工場ラボラトリー］ ☎ 077-584-4086　
野洲市大篠原1610-11 日野精機株式会社 野洲工場内

バイオエックス株式会社
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＼はじめています／
生分解性樹脂の普及により海洋汚染・
土壌汚染のない社会の実現

プラスチックごみの処理・廃棄問題に
焦点を当てつつ、ごみの削減に寄与する
植物由来樹脂製品の耐熱成形事業・
コンサルティングによる製品普及

海外販路開拓および海外進出コンサルティング
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Founding story 湖国で頑張る
企業をご紹介創 業 ス ト ー リ ー
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